
この条
じょうれい

例は、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

もない人
ひと

もお互
たが

いを尊
そんちょう

重し、思
おも

いやる気
き

持
も

ちを持
も

ち
ながら、安

あん

心
しん

して暮
く

らせるまちづくりを目
めざ

指して制
せいてい

定しました。（平
へい

成
せい

31 年
ねん

4 月
がつ

施
せ

行
こう

）

本
ほん

市
し

では、『意
い

識
しき

のバリアフリー行
こう

動
どう

』を推
すい

進
しん

し、障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

とする差
さ

別
べつ

の解
かい

消
しょう

に向
む

けたさらなる取
と

り組
く

みを進
すす

めてまいります。

※各
かく

ページにある四
し

角
かく

のコードは音
おん

声
せい

コード「Uni-Voice」といい、スマートフォン・タブレット

端
たん

末
まつ

（アプリ）などで読
よ

み取
と

ると、音
おん

声
せい

でこの冊
さっ

子
し

の内
ない

容
よう

を確
かく

認
にん

することができます。

名
な

古
ご

屋
や

市
し

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

もない人
ひと

も
共

とも

に 生
い

き る た め の
障

しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

推
すい

進
しん

条
じょう

例
れい

【ガイドブック】

令
れい

和
わ

7年
ねん

4月
がつ
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障
しょう

害
がい

のある人
ひと

もない人
ひと

も、かけがえのない存
そん

在
ざい

と
して尊

そん

重
ちょう

される社
しゃ

会
かい

の実
じつ

現
げん

は、名
な

古
ご

屋
や

市
し

民
みん

みんなの願
ねが

い
です。

しかし、今
いま

なお、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

への誤
ご

解
かい

や偏
へん

見
けん

があり、
障
しょう

害
がい

のある人
ひと

の自
じ

立
りつ

や社
しゃ

会
かい

参
さん

加
か

が妨
さまた

げられていると
いう現

げん

状
じょう

があります。
こうした状

じょう

況
きょう

を解
かい

決
けつ

するためには、誰
だれ

でも事
じ

故
こ

や
病
びょう

気
き

などにより、障
しょう

害
がい

を有
ゆう

することになる可
か

能
のう

性
せい

がある
ことを認

にん

識
しき

し、「障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

とする差
さ

別
べつ

」をみんなの
課
か

題
だい

として捉
とら

え、取
と

り組
く

んでいくことが大
たい

切
せつ

です。
それとともに、子

こ

どもの頃
ころ

から障
しょう

害
がい

のあるなしに
かかわらず、一

いっ

緒
しょ

に学
まな

び遊
あそ

ぶ中
なか

で、正
ただ

しい知
ち

識
しき

や理
り

解
かい

する心
こころ

を育
そだ

てることも必
ひつ

要
よう

です。

条
じょう

例
れい

が め ざ す ま ち

この条
じょう

例
れい

では、何
なん

人
ぴと

も障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

とする差
さ

別
べつ

をしてはならないという
認
にん

識
しき

の下
もと

、市
し

・事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

・市
し

民
みん

が一
いっ

体
たい

となって、障
しょう

害
がい

や障
しょう

害
がい

のある人
ひと

への理
り

解
かい

を深
ふか

め、障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

とする差
さ

別
べつ

の解
かい

消
しょう

の推
すい

進
しん

に取
と

り組
く

み、みんなが安
あん

心
しん

して
共
とも

に暮
く

らせるまち・なごやをつくることを目
め

指
ざ

します。

市
し 事

じ

業
ぎょう

者
し ゃ

（※）

（会
かい

社
しゃ

やお店
みせ

など）
市
し

　民
み ん

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

や市
し

民
みん

の理
り

解
かい

を促
そく

進
しん

し、障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

とする
差
さ

別
べつ

を解
かい

消
しょう

するための施
し

策
さく

を行
おこな

います。

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

もない人
ひと

も
共
とも

に利
り

用
よう

しやすい環
かん

境
きょう

づ
くりやサービスの提

てい

供
きょう

な
どに努

つと

めます。

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

もない人
ひと

も
共
とも

に暮
く

らしやすい環
かん

境
きょう

づ
くりに努

つと

めます。

（※）商
しょう

業
ぎょう

その他
た

の事
じ

業
ぎょう

を行
おこな

う企
き

業
ぎょう

や団
だん

体
たい

、店
てん

舗
ぽ

であり、目
もく

的
てき

の営
えい

利
り

・非
ひ

営
えい

利
り

、個
こ

人
じん

・法
ほう

人
じん

の別
べつ

を問
と

わず、同
おな

じサービス等
など

を反
はん

復
ぷく

継
けい

続
ぞく

する意
い

思
し

をもって行
おこな

う者
もの

となります。個
こ

人
じん

事
じ

業
ぎょう

主
ぬし

や

ボランティア活
かつ

動
どう

をするグループなども対
たい

象
しょう

となります。
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条
じょう

例
れい

の 基
き

本
ほん

理
り

念
ねん

すべての障
しょう

害
がい

のある人
ひと

が、どこで誰
だれ

と暮
く

らすか
を選

えら

ぶことができ、地
ち

域
いき

の中
なか

でみんなと暮
く

らせる
ことが重

じゅう

要
よう

です。

２

条
じょう

例
れい

では、障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

とした差
さ

別
べつ

を解
かい

消
しょう

するために重
じゅう

要
よう

なこと（基
き

本
ほん

理
り

念
ねん

）として、
次
つぎ

の７つを定
さだ

めています。

３ すべての障
しょう

害
がい

のある人
ひと

が、コミュニケーション
のための手

しゅ

段
だん

や、情
じょう

報
ほう

を得
え

たり利
り

用
よう

したりするた
めの手

しゅ

段
だん

を選
えら

べることが重
じゅう

要
よう

です。（手
しゅ

話
わ

を含
ふく

む言
げん

語
ご

、筆
ひつ

談
だん

、点
てん

字
じ

、音
おん

声
せい

、文
も

字
じ

による表
ひょう

示
じ

、代
だい

読
どく

、
代
だい

筆
ひつ

、わかりやすい表
ひょう

現
げん

、絵
え

図
ず

、情
じょう

報
ほう

支
し

援
えん

機
き

器
き

など
障
しょう

害
がい

の特
とく

性
せい

に応
おう

じた手
しゅ

段
だん

）
また、自

じ

分
ぶん

の意
い

思
し

を決
けっ

定
てい

することが困
こん

難
なん

な障
しょう

害
がい

者
しゃ

への支
し

援
えん

も重
じゅう

要
よう

です。

すべての障
しょう

害
がい

のある人
ひと

が、
社
しゃ

会
かい

において、あらゆる活
かつ

動
どう

に参
さん

加
か

できることが重
じゅう

要
よう

です。

１
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すべての障
しょう

害
がい

のある人
ひと

は、障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

とする
差
さ

別
べつ

に加
くわ

えて、性
せい

別
べつ

や年
ねん

齢
れい

など他
ほか

の理
り

由
ゆう

でも差
さ

別
べつ

を
受
う

けることがあります。それぞれの状
じょう

況
きょう

に応
おう

じた
配
はい

慮
りょ

がされることが重
じゅう

要
よう

です。

障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

とする差
さ

別
べつ

を解
かい

消
しょう

するためには、差
さ

別
べつ

する側
がわ

とされる側
がわ

にわかれて、相
あい

手
て

を一
いっ

方
ぽう

的
てき

に非
ひ

難
なん

するのではなく、話
はな

し合
あ

いを通
つう

じて、お互
たが

いをよく理
り

解
かい

することが重
じゅう

要
よう

です。

災
さい

害
がい

が起
お

きたときの安
あん

心
しん

安
あん

全
ぜん

のためには、障
しょう

害
がい

の特
とく

性
せい

に応
おう

じた配
はい

慮
りょ

（避
ひ

難
なん

環
かん

境
きょう

を整
ととの

えることや、
情
じょう

報
ほう

の提
てい

供
きょう

方
ほう

法
ほう

等
とう

）が重
じゅう

要
よう

です。

子
こ

どもの頃
ころ

から、家
か

庭
てい

や学
がっ

校
こう

をはじめとする社
しゃ

会
かい

のあらゆる場
ば

面
めん

で、障
しょう

害
がい

に関
かん

する知
ち

識
しき

や理
り

解
かい

を深
ふか

め、
障
しょう

害
がい

のあるなしにかかわらず、共
とも

に助
たす

けあい、学
まな

び
合
あ

う心
こころ

を育
そだ

てることが重
じゅう

要
よう

です。

避
難
所

　○
○
小
学
校

４

５

７

６
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困
こま

っているのは、身
しん　たい

体や心
こころ

の機
き

能
のう

に障
しょう

害
がい

があるから？

身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

（視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

・聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

・肢
し

体
たい

不
ふ

自
じ

由
ゆう

等
など

）や知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

の
ある人

ひと

（発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

、高
こう

次
じ

脳
のう

機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

を含
ふく

む）、難
なん

病
びょう

のある人
ひと

、その他
た

の障
しょう

害
がい

のある人
ひと

で、
身
しん

体
たい

や心
こころ

の機
き

能
のう

の障
しょう

害
がい

や、社
しゃ

会
かい

にある様
さま

々
ざま

な障
しょう

壁
へき

（社
しゃ

会
かい

的
てき

障
しょう

壁
へき

）によって、継
けい

続
ぞく

的
てき

・
断
だん

続
ぞく

的
てき

に生
せい

活
かつ

のしづらさを感
かん

じている人
ひと

全
すべ

てが対
たい

象
しょう

です。

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

が感
かん

じる生
せい

活
かつ

のしづらさは、「その人
ひと

の身
しん

体
たい

や心
こころ

の機
き

能
のう

に障
しょう

害
がい

があるか
ら」という個

こ

人
じん

の問
もん

題
だい

のみが理
り

由
ゆう

ではありません。
社
しゃ

会
かい

には、障
しょう

害
がい

のない人
ひと

を基
き

準
じゅん

につくられている事
じ

物
ぶつ

が多
おお

く存
そん

在
ざい

します。
そのため、障

しょう

害
がい

のない人
ひと

にとっては障
しょう

壁
へき

と感
かん

じられないものが、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

にとって
は生

せい

活
かつ

のしづらさを感
かん

じる障
しょう

壁
へき

となるのです。
そのような、社

しゃ

会
かい

の側
がわ

がつくり出
だ

す様
さま

々
ざま

な障
しょう

壁
へき

のこと
を「社

しゃ

会
かい

的
てき

障
しょう

壁
へき

」といいます。
障
しょう

害
がい

のある人
ひと

もない人
ひと

も、地
ち

域
いき

で共
とも

に安
あん

心
しん

して暮
く

らし
ていくために、このような社

しゃ

会
かい

的
てき

障
しょう

壁
へき

をなくさなくては
いけません。

社
しゃ

会
かい

的
てき

障
しょう

壁
へき

（バリア）とは…
① 物

ぶつ

理
り

的
てき

なバリア 通
つう

行
こう

・利
り

用
よう

しにくい施
し

設
せつ

、設
せつ

備
び

など

② 制
せい

度
ど

的
てき

なバリア 利
り

用
よう

しにくい制
せい

度
ど

など

③ 文
ぶん

化
か

・情
じょう

報
ほう

面
めん

でのバリア 障
しょう

害
がい

のある人
ひと

の存
そん

在
ざい

を意
い

識
しき

していない慣
かん

習
しゅう

、文
ぶん

化
か

など

④ 意
い

識
しき

上
じょう

のバリア 障
しょう

害
がい

のある人
ひと

への偏
へん

見
けん

など

障
しょう

害
がい

者
しゃ

手
て

帳
ちょう

を持
も

っている人
ひと

のことだけではありません。

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

とは…

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

にとっての社
しゃ

会
かい

的
てき

障
しょう

壁
へき

とは…

ペラペラ
ペラ
  ペラ

入
いり

口
ぐち

や
通
つう

路
ろ

の段
だん

差
さ

早
はや

口
くち

で専
せん

門
もん

用
よう

語
ご

の
多
おお

い説
せつ

明
めい
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「不
ふ

当
とう

な差
さ

別
べつ

的
てき

取
とり

扱
あつか

い」とは、障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

として、正
せい

当
とう

な
理
り

由
ゆう

なく、サービスの提
てい

供
きょう

を拒
きょ

否
ひ

したり、提
てい

供
きょう

に当
あ

たって場
ば

所
しょ

や時
じ

間
かん

帯
たい

などを制
せい

限
げん

したり、障
しょう

害
がい

のない人
ひと

には付
つ

けない条
じょう

件
けん

を付
つ

けたりすることをいいます。
条
じょう

例
れい

では、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

の生
せい

活
かつ

に関
かか

わる９つの分
ぶん

野
や

につい
て差

さ

別
べつ

の事
じ

例
れい

を示
しめ

すとともに、９つの分
ぶん

野
や

以
い

外
がい

の行
こう

為
い

につい
ても包

ほう

括
かつ

的
てき

に禁
きん

止
し

しています。

不
ふ

動
どう

産
さん

取
とり

引
ひき

スポーツ
文
ぶん

化
か

芸
げい

術
じゅつ

等
とう

商
しょう

品
ひん

販
はん

売
ばい

サービス提
てい

供
きょう

建
たて

物
もの

、施
し

設
せつ

 及
およ

び
公
こう

共
きょう

交
こう

通
つう

機
き

関
かん

情
じょう

報
ほう

の提
てい

供
きょう

と
意
い

思
し

表
ひょう

示
じ

の受
じゅ

領
りょう

その他
た

障
しょう

害
がい

の あ る 人
ひと

の 生
せい

活
かつ

に 関
かか

わ る 分
ぶん

野
や

雇
こ

用
よう

福
ふく

祉
し

サービス

教
きょう

育
いく

、療
りょう

育
いく

又
また

は保
ほ

育
いく

医
い

療
りょう

不
ふ

当
とう

な 差
さ

別
べつ

的
てき

取
とり

扱
あつか

い と は …

この条
じょう

例
れい

では、「障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

とする差
さ

別
べつ

」の解
かい

消
しょう

を目
め

指
ざ

しています。
「障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

とする差
さ

別
べつ

」とは、次
つぎ

の２つがあります。

この条
じょう

例
れい

では次
つぎ

のように定
さだ

めています。

不
ふ

当
とう

な差
さ

別
べつ

的
てき

取
とり

扱
あつか

い 合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の提
てい

供
きょう

市
し

してはいけません しなければいけません

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

してはいけません しなければいけません
（令
れい

和
わ

6年
ねん

4月
がつ

から義
ぎ

務
む

化
か

）

合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の提
てい

供
きょう

をしないこと不
ふ

当
とう

な差
さ

別
べつ

的
てき

取
とり

扱
あつか

いをすること
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大
たい

切
せつ

なこと
・正

せい

当
とう

な理
り

由
ゆう

がないにもかかわらず、障
しょう

害
がい

があることを理
り

由
ゆう

に、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

が不
ふ

利
り

となるような対
たい

応
おう

をしてはいけません。
・正

せい

当
とう

な理
り

由
ゆう

がある場
ば

合
あい

は、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

にその理
り

由
ゆう

を丁
てい

寧
ねい

に説
せつ

明
めい

し、理
り

解
かい

を
得
え

るよう努
つと

めなければいけません。
※「正

せい

当
とう

な理
り

由
ゆう

」があるかないかについては、具
ぐ

体
たい

的
てき

な場
ば

面
めん

や状
じょう

況
きょう

に応
おう

じて個
こ

別
べつ

に判
はん

断
だん

されます。

	◆ 障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

に、サービスの提
てい

供
きょう

を拒
きょ

否
ひ

する。
	◆ 本
ほん

人
にん

の気
き

持
も

ちを確
かく

認
にん

せず、事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

と家
か

族
ぞく

との話
はな

し合
あ

いだけで施
し

設
せつ

入
にゅう

所
しょ

を決
き

める。

	◆ 障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

に、診
しん

察
さつ

や検
けん

査
さ

を後
あと

回
まわ

しにする。
	◆ 入
にゅう

院
いん

治
ち

療
りょう

の必
ひつ

要
よう

性
せい

が低
ひく

く、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

が退
たい

院
いん

を希
き

望
ぼう

しているのに、むりやり
入
にゅう

院
いん

を継
けい

続
ぞく

する。

	◆ 障
しょう

害
がい

のある人
ひと

や保
ほ

護
ご

者
しゃ

の意
い

見
けん

を聞
き

かず、通
かよ

う学
がっ

校
こう

を決
き

める。
	◆ 障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

に、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

が希
き

望
ぼう

するクラブ活
かつ

動
どう

への参
さん

加
か

を制
せい

限
げん

する。
	◆ 障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

に、保
ほ

育
いく

園
えん

や幼
よう

稚
ち

園
えん

の入
にゅう

園
えん

を認
みと

めない。

	◆ 障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

に、応
おう

募
ぼ

や採
さい

用
よう

を拒
きょ

否
ひ

する。
	◆ 障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

に、賃
ちん

金
ぎん

、労
ろう

働
どう

時
じ

間
かん

、働
はたら

く場
ば

所
しょ

、昇
しょう

進
しん

などの労
ろう

働
どう

条
じょう

件
けん

を
不
ふ

利
り

に扱
あつか

う。

１　１　福福
ふくふく

祉祉
しし

サービスのサービスの提提
ていてい

供供
きょうきょう

事
じ

例
れい

２　２　医医
いい

療療
りょうりょう

のの提提
ていてい

供供
きょうきょう

３　３　教教
きょうきょう

育育
いくいく

、、療療
りょうりょう

育育
いくいく

又又
またまた

はは保保
ほほ

育育
いくいく

４　４　労労
ろうろう

働働
どうどう

者者
しゃしゃ

のの雇雇
ここ

用用
ようよう

こんなことが「不
ふ

当
とう

な差
さ

別
べつ

的
てき

取
とり

扱
あつか

い」になります
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	◆ 車
くるま

いすを理
り

由
ゆう

に、タクシー乗
じょう

車
しゃ

を一
いち

律
りつ

に拒
きょ

否
ひ

する。
	◆ バリアフリー化

か

された施
し

設
せつ

だが、「対
たい

応
おう

できる職
しょく

員
いん

が
いない」と施

し

設
せつ

への入
にゅう

場
じょう

を断
ことわ

る。

	◆ 障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

に、アパートを借
か

りる契
けい

約
やく

を一
いち

律
りつ

に拒
きょ

否
ひ

する。
	◆ 障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

に、マンションに入
にゅう

居
きょ

するための審
しん

査
さ

で保
ほ

証
しょう

人
にん

の数
かず

を増
ふ

やしたり、
特
とく

別
べつ

な保
ほ

証
しょう

人
にん

（障
しょう

害
がい

者
しゃ

団
だん

体
たい

等
とう

）を求
もと

めたりする。

	◆ 補
ほ

助
じょ

犬
けん

（盲
もう

導
どう

犬
けん

・介
かい

助
じょ

犬
けん

・聴
ちょう

導
どう

犬
けん

）がいることを理
り

由
ゆう

に、飲
いん

食
しょく

店
てん

への入
にゅう

店
てん

を断
ことわ

る。
	◆ 障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

に、旅
りょ

行
こう

ツアーの申
もうし

込
こ

みで付
つ

き添
そ

い人
にん

を一
いち

律
りつ

に求
もと

める。

	◆ 障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

に、文
ぶん

化
か

講
こう

習
しゅう

の参
さん

加
か

に介
かい

助
じょ

者
しゃ

の同
どう

伴
はん

を求
もと

める。

	◆「障
しょう

害
がい

のある人
ひと

にはわからないだろう」と判
はん

断
だん

して情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

をしない。
	◆ 聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

が、自
じ

分
ぶん

の意
い

思
し

を伝
つた

えるために手
しゅ

話
わ

通
つう

訳
やく

者
しゃ

の同
どう

席
せき

を求
もと

めた
が、それを断

ことわ

る。

	◆ 本
ほん

人
にん

を無
む

視
し

して、介
かい

助
じょ

者
しゃ

や支
し

援
えん

者
しゃ

、付
つ

き添
そ

い人
にん

だけに話
はな

しかける。
	◆ 障
しょう

害
がい

のある人
ひと

を子
こ

ども扱
あつか

いする。

７　７　建建
たてたて

物物
ものもの

、、施施
しし

設設
せつせつ

及及
およおよ

びび公公
こうこう

共共
きょうきょう

交交
こうこう

通通
つうつう

機機
きき

関関
かんかん

のの利利
りり

用用
ようよう

　　

６　６　不不
ふふ

動動
どうどう

産産
さんさん

のの取取
とりとり

引引
ひきひき

５　５　商商
しょうしょう

品品
ひんひん

のの販販
はんはん

売売
ばいばい

、サービスの、サービスの提提
ていてい

供供
きょうきょう

８　スポーツ、８　スポーツ、文文
ぶんぶん

化化
かか

芸芸
げいげい

術術
じゅつじゅつ

活活
かつかつ

動動
どうどう

そのその他他
たた

のの生生
しょうしょう

涯涯
がいがい

学学
がくがく

習習
しゅうしゅう

活活
かつかつ

動動
どうどう

９　９　障障
しょうしょう

害害
がいがい

のあるのある人人
ひとひと

へのへの情情
じょうじょう

報報
ほうほう

提提
ていてい

供供
きょうきょう

、、障障
しょうしょう

害害
がいがい

のあるのある人人
ひとひと

からのからの意意
いい

思思
しし

表表
ひょうひょう

示示
じじ

のの受受
じゅじゅ

領領
りょうりょう

そのその他他
たた

介助犬
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「合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の提
てい

供
きょう

」とは、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

から何
なん

らかの配
はい

慮
りょ

を求
もと

められたときに、
お金

かね

や労
ろう

力
りょく

など負
ふ

担
たん

になり過
す

ぎない範
はん

囲
い

で、その人
ひと

の困
こま

っていること（社
しゃ

会
かい

的
てき

障
しょう

壁
へき

）
を取

と

り除
のぞ

くために必
ひつ

要
よう

で合
ごう

理
り

的
てき

な配
はい

慮
りょ

を行
おこな

うことをいいます。
しかし、障

しょう

害
がい

のある人
ひと

が求
もと

める配
はい

慮
りょ

は、障
しょう

害
がい

の特
とく

性
せい

、性
せい

別
べつ

、年
ねん

齢
れい

や具
ぐ

体
たい

的
てき

な場
ば

面
めん

な
どによって一

ひと

人
り

ひとり違
ちが

います。

市
し

及
およ

び事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

は、個
こ

々
こ

の障
しょう

害
がい

のある人
ひと

への合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

をしやすくするために、環
かん

境
きょう

の
整
せい

備
び

に努
つと

めることとされています。

施
し

設
せつ

のバリアフリー化
か

情
じょう

報
ほう

のアクセシビリティ―の向
こう

上
じょう

（例
れい

：ウェブサイトの改
かい

良
りょう

）　
職
しょく

員
いん

に対
たい

する研
けん

修
しゅう

合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の 提
てい

供
きょう

と は …

合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

を行
おこな

うための環
かん

境
きょう

の整
せい

備
び

大
たい

切
せつ

なこと
・合

ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

は、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

に対
たい

する特
とく

別
べつ

扱
あつか

いではなく、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

が障
しょう

害
がい

のない人
ひと

と同
おな

じ生
せい

活
かつ

を営
いとな

むための大
たい

切
せつ

な配
はい

慮
りょ

です。
・建

けん

設
せつ

的
てき

な話
はな

し合
あ

いによって、お互
たが

いの状
じょう

況
きょう

の理
り

解
かい

を深
ふか

め、柔
じゅう

軟
なん

に対
たい

応
おう

する必
ひつ

要
よう

があります。
・負

ふ

担
たん

が大
おお

きくて（過
か

重
じゅう

な負
ふ

担
たん

）配
はい

慮
りょ

ができない場
ば

合
あい

は、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

にその
理
り

由
ゆう

を丁
てい

寧
ねい

に説
せつ

明
めい

し、理
り

解
かい

を得
え

るように努
つと

めなければいけません。

・意
い

思
し

の表
ひょう

明
めい

がない場
ば

合
あい

であっても、社
しゃ

会
かい

的
てき

障
しょう

壁
へき

の除
じょ

去
きょ

を必
ひつ

要
よう

としていることが
明
めい

白
はく

であるならば、適
てき

切
せつ

と思
おも

われる配
はい

慮
りょ

の提
てい

供
きょう

を申
もう

し出
で

るなど、自
じ

主
しゅ

的
てき

な取
と

り
組
く

みに努
つと

める必
ひつ

要
よう

があります。

※負
ふ

担
たん

が大
おお

きいかどうかは、事
じ

業
ぎょう

等
とう

の規
き

模
ぼ

やその規
き

模
ぼ

からみた負
ふ

担
たん

の程
てい

度
ど

、財
ざい

政
せい

状
じょう

況
きょう

、業
ぎょう

務
む

遂
すい

行
こう

に
及
およ

ぼす影
えい

響
きょう

などを考
こう

慮
りょ

して判
はん

断
だん

されます。
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合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の 提
てい

供
きょう

事
じ

例
れい

①

肢
し

体
たい

不
ふ

自
じ

由
ゆう

視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

飲
いん

食
しょく

店
てん

で車
くるま

いすのまま着
ちゃく

席
せき

したい。 机
つくえ

に備
そなえ

付
つ

けの椅
い

子
す

は、片
かた

付
づ

けて、車
くるま

いすの
まま着

ちゃく

席
せき

できるスペースを確
かく

保
ほ

した。

店
てん

舗
ぽ

までの通
つう

路
ろ

にある点
てん

字
じ

ブロックの上
うえ

に
自
じ

転
てん

車
しゃ

が置
お

かれており立
た

ち往
おう

生
じょう

してしまっ
た。

店
てん

舗
ぽ

まで店
てん

員
いん

が案
あん

内
ない

することとした。

合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の提
てい

供
きょう

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

からの申
もうし

出
で

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

からの申
もうし

出
で

合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の提
てい

供
きょう

※１
合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の内
ない

容
よう

は個
こ

別
べつ

の場
ば

面
めん

に応
おう

じて異
こと

なるものになりますので、この事
じ

例
れい

は
あらゆる事

じ

業
ぎょう

者
しゃ

が必
かなら

ずしも実
じっ

施
し

するものではないこと、またこの事
じ

例
れい

以
い

外
がい

であっても
合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

に該
がい

当
とう

するものがあることに留
りゅう

意
い

する必
ひつ

要
よう

があります。
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聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

重
じゅう

症
しょう

心
しん

身
しん

障
しょう

害
がい

??

車
くるま

いすがリクライニングタイプのため、
スーパーの会

かい

計
けい

時
じ

にレジに並
なら

ぶこともレジ
横
よこ

を通
とお

ることも難
むずか

しい。

レジにおいて、会
かい

計
けい

の順
じゅん

番
ばん

が来
く

るまで店
てん

員
いん

は
買
かい

物
もの

かごを預
あず

かり、順
じゅん

番
ばん

になった時
とき

に声
こえ

をか
けるようにし、それまで広

ひろ

いところで待
ま

てる
よう配

はい

慮
りょ

した。

病
びょう

院
いん

の待
まち

合
あい

室
しつ

で診
しん

察
さつ

順
じゅん

を待
ま

っている時
とき

、呼
よ

び込
こ

まれてもわからない。
通
つう

常
じょう

は、診
しん

察
さつ

室
しつ

から次
つぎ

の受
じゅ

診
しん

者
しゃ

の名
な

前
まえ

を呼
よ

んでいるが、待
まち

合
あい

室
しつ

の座
ざ

席
せき

まで呼
よ

びに行
い

く
ようにした。

合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の提
てい

供
きょう

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

からの申
もうし

出
で

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

からの申
もうし

出
で

合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の提
てい

供
きょう

※２
合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の提
てい

供
きょう

に当
あ

たっては、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

と事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

との間
あいだ

の「建
けん

設
せつ

的
てき

対
たい

話
わ

」を
通
つう

じて相
そう

互
ご

理
り

解
かい

を深
ふか

め、共
とも

に対
たい

応
おう

案
あん

を検
けん

討
とう

していくことが重
じゅう

要
よう

です。

合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の提
てい

供
きょう

事
じ

例
れい

①
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合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の 提
てい

供
きょう

事
じ

例
れい

②

知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯　◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯　◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
　◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯　◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯　◯◯◯◯◯◯◯◯◯
◯　◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯　◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯　◯◯◯◯◯◯◯◯
◯◯　◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯　◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯　◯◯◯◯◯◯◯
◯◯◯　◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯　◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯　◯◯◯◯◯◯
◯◯◯◯　◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯　◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯　◯◯◯◯◯
◯◯◯◯◯　◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯　◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯　◯◯◯◯
◯◯◯◯◯◯　

◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯　◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯　◯◯◯◯◯◯◯◯◯◯
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イベント会
かい

場
じょう

において、知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

のある子
こ

どもや大
おと

人
な

が、発
はっ

声
せい

やこだわりのある行
こう

動
どう

をしてしまう。

会
かい

場
じょう

のスタッフが母
はは

親
おや

や支
し

援
えん

者
しゃ

から、その
人
ひと

の特
とく

性
せい

やコミュニケーションの方
ほう

法
ほう

等
とう

に
ついて聞

き

き取
と

り、落
お

ち着
つ

かない様
よう

子
す

のとき
は個

こ

室
しつ

に誘
ゆう

導
どう

するなどの対
たい

応
おう

をした。

文
も

字
じ

の読
よ

み書
か

きに時
じ

間
かん

がかかるため、セミ
ナーへ参

さん

加
か

中
ちゅう

にホワイトボードを最
さい

後
ご

まで
書
か

き写
うつ

すことができない。

書
か

き写
うつ

す代
か

わりに、デジタルカメラ、スマー
トフォン、タブレット型

がた

端
たん

末
まつ

などで、ホワ
イトボードの写

しゃ

真
しん

を撮
さつ

影
えい

できることとし
た。

合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の提
てい

供
きょう

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

からの申
もうし

出
で

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

からの申
もうし

出
で

合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の提
てい

供
きょう

※３
合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の提
てい

供
きょう

に当
あ

たっては、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

の性
せい

別
べつ

、年
ねん

齢
れい

等
とう

に配
はい

慮
りょ

するものとし、
特
とく

に障
しょう

害
がい

のある女
じょ

性
せい

に対
たい

しては、障
しょう

害
がい

に加
くわ

えて女
じょ

性
せい

であることも踏
ふ

まえた配
はい

慮
りょ

が求
もと

められることに留
りゅう

意
い

する必
ひつ

要
よう

があります。
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援
えん

助
じょ

や配
はい

慮
りょ

を必
ひつ

要
よう

としていることが外
がい

見
けん

からはわからない人
ひと

が、周
しゅう

囲
い

の人
ひと

に
配
はい

慮
りょ

を必
ひつ

要
よう

としていることを知
し

らせることで、援
えん

助
じょ

が得
え

やすくなるよう作
さく

成
せい

したマークです。

※ヘルプマーク

精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

内
ない

部
ぶ

障
しょう

害
がい

や難
なん

病
びょう

受付

難
なん

病
びょう

が原
げん

因
いん

で身
しん

体
たい

障
しょう

害
がい

があり、カウンター
が高

たか

く、立
た

った姿
し

勢
せい

を保
たも

つのが難
むずか

しいので、
座
すわ

ったまま（低
ひく

いカウンター）で手
て

続
つづ

きを
したい。

窓
まど

口
ぐち

のスタッフが待
まち

合
あい

室
しつ

の座
ざ

席
せき

に行
い

き、手
て

続
つづ

きを行
おこな

うこととした。

障
しょう

害
がい

の状
じょう

況
きょう

によっては、セミナー参
さん

加
か

中
ちゅう

に
情
じょう

緒
ちょ

不
ふ

安
あん

定
てい

になってしまうことがある。
情
じょう

緒
ちょ

不
ふ

安
あん

定
てい

になったときには、落
お

ち着
つ

くま
で一

ひと

人
り

になれる場
ば

所
しょ

へ移
い

動
どう

して休
やす

むことが
できるようにした。

合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の提
てい

供
きょう

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

からの申
もうし

出
で

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

からの申
もうし

出
で

合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の提
てい

供
きょう

合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の提
てい

供
きょう

事
じ

例
れい

②



14

肢
し

体
たい

不
ふ

自
じ

由
ゆう

とは、手
て

や足
あし

、体
からだ

の胴
どう

の部
ぶ

分
ぶん

に障
しょう

害
がい

があること
を言

い

います。
歩
ある

いたり、立
た

ったり、物
もの

の持
も

ち運
はこ

びなどに支
し

障
しょう

があり、その
ために多

おお

くの人
ひと

が杖
つえ

や装
そう

具
ぐ

、車
くるま

いすなどを使
し

用
よう

しています。
障
しょう

害
がい

の特
とく

性
せい

は一
ひと

人
り

ひとり違
ちが

います。

こんなことで困
こま

っています！

こんなサポートがあります！

	◆ 歩
ほ

道
どう

や施
し

設
せつ

などに段
だん

差
さ

や障
しょう

害
がい

物
ぶつ

があり、移
い

動
どう

することができません。

	◆ 車
くるま

いすに乗
の

っていると、高
たか

いところの物
もの

が見
み

えなかったり、届
とど

かなかったりし
ます。

	◆ 発
はつ

語
ご

の障
しょう

害
がい

やまひのある人
ひと

は、自
じ

分
ぶん

の意
い

思
し

を上
う

手
ま

く伝
つた

えられません。

	● 困
こま

っている人
ひと

がいたら、まずは声
こえ

をかけ、本
ほん

人
にん

の意
い

思
し

を確
かく

認
にん

してから手
て

助
だす

けし
ます。また、普

ふ

段
だん

から歩
ほ

道
どう

や通
つう

路
ろ

を物
もの

でふさがないように気
き

をつけます。

	● 会
かい

議
ぎ

や会
かい

場
じょう

を準
じゅん

備
び

する際
さい

は、入
いり

口
ぐち

からの動
どう

線
せん

など、席
せき

の位
い

置
ち

に配
はい

慮
りょ

するとと
もに、必

ひつ

要
よう

に応
おう

じて車
くるま

いす利
り

用
よう

者
しゃ

や支
し

援
えん

者
しゃ

の席
せき

を用
よう

意
い

します。

	● 聞
き

き取
と

りにくい時
とき

は、きちんと内
ない

容
よう

を確
かく

認
にん

します。また、子
こ

ども扱
あつか

い
をせずに、その人

ひと

の年
ねん

齢
れい

にふさわしい対
たい

応
おう

に心
こころ

がけます。

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

が求
もと

めている配
はい

慮
りょ

は、障
しょう

害
がい

特
とく

性
せい

や具
ぐ

体
たい

的
てき

場
ば

面
めん

によって一
ひと

人
り

ひとり違
ちが

い
ます。ここから紹

しょう

介
かい

する内
ない

容
よう

はあくまで一
いち

例
れい

です。
障
しょう

害
がい

の特
とく

性
せい

をしっかり理
り

解
かい

するとともに、実
じっ

際
さい

の場
ば

面
めん

では、個
こ

々
こ

の状
じょう

況
きょう

に応
おう

じた
対
たい

応
おう

に努
つと

めます。
それぞれの状

じょう

況
きょう

に応
おう

じて、何
なに

か手
て

立
だ

てはないかということを一
いっ

緒
しょ

に考
かんが

える姿
し

勢
せい

が
大
たい

切
せつ

です。

障
しょう

害
がい

の特
とく

性
せい

を知
し

ってサポートしよう！

肢
し

体
たい

不
ふ

自
じ

由
ゆう
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視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

には、まったく見
み

えない「全
ぜん

盲
もう

」、眼
め

鏡
がね

など
で矯

きょう

正
せい

しても視
し

力
りょく

が弱
よわ

い「弱
じゃく

視
し

」、見
み

える範
はん

囲
い

（視
し

野
や

）
がせまい「視

し

野
や

狭
きょう

窄
さく

」があります。
障
しょう

害
がい

の特
とく

性
せい

は一
ひと

人
り

ひとり違
ちが

います。

こんなことで困
こま

っています！
	◆ 進
しん

行
こう

方
ほう

向
こう

、目
もく

的
てき

の場
ば

所
しょ

やものがわからないなどの困
こん

難
なん

に直
ちょく

面
めん

していても、どこ
に人

ひと

がいるかわからないため、自
じ

分
ぶん

から尋
たず

ねることができません。
	◆ 慣
な

れていない場
ば

所
しょ

では、一
ひと

人
り

で移
い

動
どう

することが困
こん

難
なん

です。
	◆ 目
め

からの情
じょう

報
ほう

が得
え

られない、または得
え

にくいため、音
おん

声
せい

や手
て

で触
ふ

れるなどの方
ほう

法
ほう

で情
じょう

報
ほう

を得
え

ています。

こんなサポートがあります！
	● 困
こま

っている人
ひと

がいたら、まずは声
こえ

をかけます。説
せつ

明
めい

をするときは、「あそこ」
「そっち」といった指

し

示
じ

語
ご

や、「赤
あか

い看
かん

板
ばん

」といった視
し

覚
かく

情
じょう

報
ほう

を表
あらわ

す言
こと

葉
ば

は避
さ

け、
「５ｍ先

さき

を右
みぎ

」など具
ぐ

体
たい

的
てき

な方
ほう

向
こう

や距
きょ

離
り

を示
しめ

すようにします。
	● 誘
ゆう

導
どう

の希
き

望
ぼう

があれば、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

の横
よこ

半
はん

歩
ぽ

前
まえ

に立
た

ち、腕
うで

をつかんでもらい
スピードに気

き

を付
つ

けながら案
あん

内
ない

します。身
しん

長
ちょう

差
さ

がある場
ば

合
あい

は、肩
かた

に手
て

を置
お

いて
もらう方

ほう

法
ほう

もあります。また、普
ふ

段
だん

から点
てん

字
じ

ブロックを人
ひと

や自
じ

転
てん

車
しゃ

などでふさ
がないようにします。

	● 資
し

料
りょう

などを点
てん

字
じ

や拡
かく

大
だい

文
も

字
じ

、音
おん

声
せい

形
けい

式
しき

で用
よう

意
い

したり、読
よ

み上
あ

げて伝
つた

えたり
します。また、資

し

料
りょう

などへの記
き

入
にゅう

でお困
こま

りの場
ば

合
あい

は、本
ほん

人
にん

の希
き

望
ぼう

を聞
き

き、代
だい

筆
ひつ

を行
おこな

います。

障
しょう

害
がい

の特
とく

性
せい

を知
し

ってサポートしよう！

視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

 盲
もう

ろう（視
し

覚
かく

と聴
ちょう

覚
かく

の重
ちょう

複
ふく

障
しょう

害
がい

）

全
まった

く見
み

えず聞
き

こえない「全
ぜん

盲
もう

ろう」、見
み

えにくく聞
き

こえない「弱
じゃく

視
し

ろう」、全
まった

く見
み

えず聞
き

こ

えにくい「盲
もう

難
なん

聴
ちょう

」、見
み

えにくく聞
き

こえにくい「弱
じゃく

視
し

難
なん

聴
ちょう

」の方
かた

がいます。障
しょう

害
がい

の状
じょう

態
たい

や

程
てい

度
ど

、原
げん

因
いん

、成
せい

育
いく

歴
れき

等
とう

により、コミュニケーション手
しゅ

段
だん

は異
こと

なり、支
し

援
えん

方
ほう

法
ほう

も異
こと

なります。

障
しょう

害
がい

の状
じょう

態
たい

や程
てい

度
ど

に応
おう

じて視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

や聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

の方
かた

と同
おな

じ対
たい

応
おう

が可
か

能
のう

な場
ば

合
あい

もあります。

手
て

書
が

き文
も

字
じ

や触
しょく

手
しゅ

話
わ

、指
ゆび

点
てん

字
じ

などを利
り

用
よう

する方
かた

もいます。
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①耳
みみ

マーク ②手
しゅ

話
わ

マーク ③筆
ひつ

談
だん

マーク

・耳
みみ

が不
ふ

自
じ

由
ゆう

なので配
はい

慮
りょ

して
ください。

・手
しゅ

話
わ

で対
たい

応
おう

してください。 ・筆
ひつ

談
だん

で対
たい

応
おう

してください。

・聞
き

こえない人
ひと

に対
たい

して配
はい

慮
りょ

します。
・手

しゅ

話
わ

で対
たい

応
おう

します。
・手

しゅ

話
わ

でコミュニケーション
できる人

ひと

がいます。

・筆
ひつ

談
だん

で対
たい

応
おう

します。

※「盲
もう

ろう」については、P.15参
さん

照
しょう

人
ひと

の声
こえ

や物
もの

音
おと

が聴
き

こえない、または聴
き

こえにくい
という障

しょう

害
がい

を聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

と言
い

います。
外
がい

見
けん

からは障
しょう

害
がい

のあることがわかりにくいために、
「障

しょう

害
がい

は軽
かる

い、耳
みみ

が聴
き

こえないだけ」などといった誤
ご

解
かい

を受
う

けたり、不
ふ

利
り

益
えき

な目
め

にあったり、危
き

険
けん

にさら
されたりと、社

しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

上
じょう

の不
ふ

安
あん

は尽
つ

きません。
障
しょう

害
がい

の特
とく

性
せい

は一
ひと

人
り

ひとり違
ちが

います。

障
しょう

害
がい

の特
とく

性
せい

を知
し

ってサポートしよう！

聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

こんなことで困
こま

っています！

こんなサポートがあります！

	◆ 音
おん

声
せい

情
じょう

報
ほう

によって周
しゅう

囲
い

の状
じょう

況
きょう

を判
はん

断
だん

することが困
こん

難
なん

です。事
じ

故
こ

などで緊
きん

急
きゅう

のアナ
ウンスが流

なが

れても、何
なに

が起
お

こっているのかわかりません。
	◆ 話
はな

し言
こと

葉
ば

による意
い

思
し

の疎
そ

通
つう

（コミュニケーション）がはかれない場
ば

合
あい

があります。
また、日

に

本
ほん

語
ご

の理
り

解
かい

（読
よ

み書
か

きも含
ふく

む）が難
むずか

しい方
かた

もいます。
	◆ 聴
き

こえづらい、または話
はな

しづらいため、電
でん

話
わ

での問
と

い合
あ

わせをすることが困
こん

難
なん

です。

	● 行
ぎょう

政
せい

や病
びょう

院
いん

、銀
ぎん

行
こう

などの窓
まど

口
ぐち

で順
じゅん

番
ばん

を知
し

らせるときや緊
きん

急
きゅう

時
じ

の情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

などは、
目
め

で見
み

てわかる方
ほう

法
ほう

を取
と

ります。（電
でん

光
こう

掲
けい

示
じ

板
ばん

、ホワイトボードなど）
	● 耳
みみ

マーク等
など

※を窓
まど

口
ぐち

に設
せっ

置
ち

し、本
ほん

人
にん

の意
い

向
こう

を確
かく

認
にん

して、「手
しゅ

話
わ

」、「要
よう

約
やく

筆
ひっ

記
き

」、
「筆

ひつ

談
だん

」、「口
こう

話
わ

」などいろいろな方
ほう

法
ほう

でコミュニケーションを図
はか

ります。
　　また、日

に

本
ほん

語
ご

の理
り

解
かい

には個
こ

人
じん

差
さ

があるためその人
ひと

に合
あ

わせてやりとりします。
	● 問
と

い合
あ

わせなどは電
でん

話
わ

番
ばん

号
ごう

だけでなく、ＦＡＸ番
ばん

号
ごう

やメールアドレスを併
へい

記
き

します。

※②または③を
使
し

用
よう

する際
さい

は
必
かなら

ず①を併
へい

用
よう

すること
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重
じゅう

度
ど

の肢
し

体
たい

不
ふ

自
じ

由
ゆう

と重
じゅう

度
ど

の知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

などが重
ちょう

複
ふく

している最
もっと

も重
おも

い障
しょう

害
がい

を重
じゅう

症
しょう

心
しん

身
しん

障
しょう

害
がい

と言
い

います。
この重

じゅう

症
しょう

心
しん

身
しん

障
しょう

害
がい

は医
い

学
がく

的
てき

には、大
おとな

人になっても
２歳

さい

程
てい

度
ど

の知
ち

能
のう

で寝
ね

たきりの人
ひと

や、２歳
さい

～３歳
さい

まで
の知

ち

能
のう

でやっと座
すわ

ることができる人
ひと

とされてい
ます。

自
じ

宅
たく

で介
かい

護
ご

を受
う

けたり、専
せん

門
もん

施
し

設
せつ

に入
にゅう

所
しょ

したりす
るなどして生

せい

活
かつ

しています。また、日
にっ

中
ちゅう

などは大
おお

きな車
くるま

いすで外
がい

出
しゅつ

したりしています。
障
しょう

害
がい

の特
とく

性
せい

は一
ひと

人
り

ひとり違
ちが

います。

こんなことで困
こま

っています！

こんなサポートがあります！

	◆ 自
じ

分
ぶん

一
ひと

人
り

では日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

を送
おく

ることが困
こん

難
なん

で、すべての生
せい

活
かつ

面
めん

において全
ぜん

介
かい

助
じょ

が
必
ひつ

要
よう

です。

	◆ 言
こと

葉
ば

による理
り

解
かい

や意
い

思
し

の伝
でん

達
たつ

が困
こん

難
なん

なので、何
なに

もわかっていないように思
おも

われ
ます。

	◆ みんなと外
がい

出
しゅつ

を楽
たの

しみたいが、食
た

べ物
もの

が飲
の

み込
こ

みづらいなど通
つう

常
じょう

の食
しょく

事
じ

が取
と

れ
ないため、外

がい

食
しょく

をあきらめることがあります。

	● 車
くるま

いすやストレッチャーを見
み

かけて、手
て

助
だす

けが必
ひつ

要
よう

だと思
おも

ったときは、本
ほん

人
にん

や介
かい

護
ご

している方
かた

に声
こえ

をかけましょう。

	● 言
こと

葉
ば

で話
はな

せなくても感
かん

じるこころは同
おな

じなので、みなさんと同
おな

じように接
せっ

する
ことが大

たい

切
せつ

です。

	● 食
た

べ物
もの

が飲
の

み込
こ

みづらい人
ひと

のために、刻
きざ

み食
しょく

やミキサー食
しょく

を用
よう

意
い

し、
できるだけ他

ほか

の人
ひと

と同
おな

じものを食
た

べてもらえるようにします。

障
しょう

害
がい

の特
とく

性
せい

を知
し

ってサポートしよう！

重
じゅう

症
しょう

心
しん

身
しん

障
しょう

害
がい
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●	社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

への参
さん

加
か

がしづらい	 ●	コミュニケーション力
りょく

が弱
よわ

い
●	抽

ちゅう

象
しょう

的
てき

な概
がい

念
ねん

、複
ふく

雑
ざつ

なことは理
り

解
かい

しにくい	 ●	集
しゅう

中
ちゅう

力
りょく

が低
ひく

い
●	自

じ

己
こ

コントロール力
りょく

が弱
よわ

い	 ●	状
じょう

況
きょう

を判
はん

断
だん

することが苦
にが

手
て

●	読
よ

み書
か

きや計
けい

算
さん

が苦
にが

手
て

	 など

※障
しょう

害
がい

の特
とく

性
せい

は一
ひと

人
り

ひとり違
ちが

います。

知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

とは、生
せい

活
かつ

や学
がく

習
しゅう

面
めん

で現
あらわ

れる知
ち

的
てき

な働
はたら

きや発
はっ

達
たつ

が
同
どう

年
ねん

代
だい

の人
ひと

の平
へい

均
きん

と比
くら

べ、ゆっくりしていることを言
い

います。
先
せん

天
てん

性
せい

・後
こう

天
てん

性
せい

さまざまな原
げん

因
いん

による脳
のう

の機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

です。脳
のう

内
ない

の障
しょう

害
がい

のため、見
み

た目
め

ではわかりづらい障
しょう

害
がい

です。
発
はつ

語
ご

がなく身
み

の回
まわ

りの全
ぜん

面
めん

的
てき

支
し

援
えん

が必
ひつ

要
よう

な最
さい

重
じゅう

度
ど

障
しょう

害
がい

の
人
ひと

から、職
しょく

業
ぎょう

生
せい

活
かつ

をほぼ送
おく

れる軽
けい

度
ど

障
しょう

害
がい

の人
ひと

まで、障
しょう

害
がい

の
現
あらわ

れ方
かた

にさまざまな違
ちが

いがあります。

知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

こんなことで困
こま

っています！

こんなサポートがあります！

	◆ 外
がい

見
けん

からはわかりにくい人
ひと

もいるので、周
しゅう

囲
い

から障
しょう

害
がい

を理
り

解
かい

してもらうこと
が難

むずか

しいです。

	◆ 複
ふく

雑
ざつ

な話
はなし

や抽
ちゅう

象
しょう

的
てき

な話
はなし

を理
り

解
かい

しにくい人
ひと

がいます。

	◆ ひとつの行
こう

動
どう

にこだわったり、同
おな

じ質
しつ

問
もん

を繰
く

り返
かえ

したりする人
ひと

がいます。

	● 知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

の間
ま

違
ちが

った知
ち

識
しき

や思
おも

い込
こ

みをなくし、障
しょう

害
がい

の特
とく

性
せい

を理
り

解
かい

することが
大
たい

切
せつ

です。

	● 顔
かお

をみて、ゆっくりとわかりやすい言
こと

葉
ば

で話
はな

します。身
み

振
ぶ

りをまじえたり、
絵
え

や写
しゃ

真
しん

などを使
つか

ったりしてコミュニケーションを図
はか

ることも大
たい

切
せつ

です。

	● 子
こ

ども扱
あつか

いをせずに、その人
ひと

の年
ねん

齢
れい

にふさわしい対
たい

応
おう

を心
こころ

がけます。

主
おも

な特
とく

性
せい

？

障
しょう

害
がい

の特
とく

性
せい

を知
し

ってサポートしよう！
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わかり
やすく

具体的に

※障
しょう

害
がい

の特
とく

性
せい

は一
ひと

人
り

ひとり違
ちが

います。

●	感
かん

覚
かく

が過
か

敏
びん

、または逆
ぎゃく

に感
かん

覚
かく

が鈍
にぶ

い（音
おと

、痛
いた

み、体
からだ

に触
ふ

れる、味
あじ

、臭
にお

い）（ASD）
●	集

しゅう

中
ちゅう

できない、うっかりミスが多
おお

い（ADHD）
●	衝

しょう

動
どう

性
せい

がある（ADHD）　　　●	じっとしていられない（ADHD）
●	読

よ

み書
か

きや計
けい

算
さん

などの特
とく

定
てい

の能
のう

力
りょく

に著
いちじる

しい困
こん

難
なん

がある（SLD）	 	 など
　	これらの障

しょう

害
がい

が重
ちょう

複
ふく

している場
ば

合
あい

があります	

発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

とは、脳
のう

機
き

能
のう

の発
はっ

達
たつ

が関
かん

係
けい

する生
う

まれつきの障
しょう

害
がい

で、「自
じ

閉
へい

スペクトラム症
しょう

」（ASD）や「注
ちゅう

意
い

欠
けつ

如
じょ

多
た

動
どう

症
しょう

」
（ADHD）、「限

げん

局
きょく

性
せい

学
がく

習
しゅう

症
しょう

」（SLD）などがあります。
知
ち

的
てき

な遅
おく

れがある場
ば

合
あい

もあれば、知
ち

的
てき

な遅
おく

れがない、ま
たは平

へい

均
きん

以
い

上
じょう

の場
ば

合
あい

もあります。
障
しょう

害
がい

の特
とく

性
せい

による困
こん

難
なん

さと同
どう

時
じ

に優
すぐ

れた能
のう

力
りょく

を持
も

つこと
もあり、知

ち

的
てき

な遅
おく

れがなくても、そのアンバランスさから、理
り

解
かい

されにくい障
しょう

害
がい

です。

こんなことで困
こま

っています！

こんなサポートがあります！

	◆ 外
がい

見
けん

からはわかりにくい人
ひと

もいるので、周
しゅう

囲
い

から障
しょう

害
がい

を理
り

解
かい

してもらうことが
難
むずか

しいです。
	◆ 言
こと

葉
ば

を話
はな

していても、理
り

解
かい

していない人
ひと

や、独
ひと

り言
ごと

が多
おお

い人
ひと

がいます。
	◆ コミュニケーションや対

たい

人
じん

関
かん

係
けい

を築
きず

くことが苦
にが

手
て

な人
ひと

がいます。また、相
あい

手
て

の
表
ひょう

情
じょう

やその場
ば

の雰
ふん

囲
い

気
き

を読
よ

み取
と

るのが苦
にが

手
て

な人
ひと

がいます。

	● 個
こ

々
こ

の障
しょう

害
がい

の特
とく

性
せい

を理
り

解
かい

して、その人
ひと

に合
あ

わせた支
し

援
えん

をします。

	● 曖
あい

昧
まい

な言
こと

葉
ば

（「ちゃんと」、「きちんと」など）ではなく、具
ぐ

体
たい

的
てき

に話
はなし

をします。
絵
え

、写
しゃ

真
しん

などをまじえて、短
みじか

い言
こと

葉
ば

でおだやかに話
はなし

をします。

	● 混
こん

乱
らん

している様
よう

子
す

や不
ふ

安
あん

な様
よう

子
す

の時
とき

は静
しず

かな場
ば

所
しょ

を用
よう

意
い

して対
たい

応
おう

します。

発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

主
おも

な特
とく

性
せい

障
しょう

害
がい

の特
とく

性
せい

を知
し

ってサポートしよう！
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しましょう

してはダメ

●	妄
もう

想
そう

や幻
げん

聴
ちょう

が現
あらわ

れる	 ●	やる気
き

が起
お

きない、疲
ひ

労
ろう

感
かん

が濃
こ

い状
じょう

態
たい

になる
●	融

ゆう

通
ずう

がきかない	 ●	社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

能
のう

力
りょく

に乏
とぼ

しい
●	目

もく

標
ひょう

の立
た

て方
かた

が現
げん

実
じつ

的
てき

でない	 ●	ストレスに弱
よわ

い
●	新

あたら

しいこと、知
し

らないことに対
たい

する極
きょく

度
ど

の不
ふ

安
あん

と緊
きん

張
ちょう

がある	 など

精
せい

神
しん

疾
しっ

患
かん

により継
けい

続
ぞく

的
てき

に日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

又
また

は社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

に相
そう

当
とう

な制
せい

限
げん

がある方
かた

が、精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

に当
あ

たります。
精
せい

神
しん

疾
しっ

患
かん

には、認
にん

知
ち

症
しょう

、アルコール依
い

存
ぞん

症
しょう

や薬
やく

物
ぶつ

依
い

存
ぞん

症
しょう

、
統
とう

合
ごう

失
しっ

調
ちょう

症
しょう

、うつ病
びょう

や躁
そう

うつ病
びょう

、不
ふ

安
あん

障
しょう

害
がい

や強
きょう

迫
はく

性
せい

障
しょう

害
がい

、摂
せっ

食
しょく

障
しょう

害
がい

、パーソナリティ障
しょう

害
がい

、てんかんなど様
さま

々
ざま

な疾
しっ

患
かん

があります。個
こ

々
こ

の障
しょう

害
がい

につ
いての理

り

解
かい

が求
もと

められます。
ここでは、それらの疾

しっ

患
かん

の一
ひと

つである統
とう

合
ごう

失
しっちょうしょう

調症の特
とく

性
せい

について紹
しょう

介
かい

します。

精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

こんなことで困
こま

っています！

こんなサポートがあります！

	◆ 外
がい

見
けん

からはわかりにくく、障
しょう

害
がい

についてあまり理
り

解
かい

されないため、相
そう

談
だん

もでき
ず、一

ひと

人
り

で悩
なや

むときがあります。
	◆ ストレスに弱

よわ

く、対
たい

人
じん

関
かん

係
けい

やコミュニケーションが苦
にが

手
て

な人
ひと

がいます。
	◆ 社
しゃ

会
かい

生
せい

活
かつ

に慣
な

れていない人
ひと

がいます。

	● 精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

の間
ま

違
ちが

った知
ち

識
しき

や思
おも

い込
こ

みをなくし、個
こ

々
こ

人
じん

の障
しょう

害
がい

や生
せい

活
かつ

のしづらさ
を理

り

解
かい

することが大
たい

切
せつ

です。
	●「○○してはダメ」と否

ひ

定
てい

的
てき

な言
こと

葉
ば

でなく、「○○しましょう」と肯
こう

定
てい

的
てき

な言
こと

葉
ば

で話
はな

します。
	● 特
とく

に相
あい

手
て

の言
げん

動
どう

など理
り

解
かい

できないことに関
かん

しては、常
じょう

識
しき

の範
はん

囲
い

内
ない

で相
あい

手
て

に不
ふ

安
あん

を感
かん

じさせないように、ゆっくりとおだやかにわかりやすく話
はな

します。
	● 精
せい

神
しん

疾
しっ

患
かん

の状
じょう

態
たい

によっては、関
かか

わりを求
もと

められた時
とき

に、関
かか

わり方
かた

を工
く

夫
ふう

しながら、穏
おだ

やかに見
み

守
まも

ることが必
ひつ

要
よう

な場
ば

合
あい

があります。

統
とう

合
ごう

失
しっ

調
ちょう

症
しょう

の主
おも

な特
とく

性
せい

障
しょう

害
がい

の特
とく

性
せい

を知
し

ってサポートしよう！

※障
しょう

害
がい

の特
とく

性
せい

は一
ひと

人
り

ひとり違
ちが

います。
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TO DO高
こう

次
じ

脳
のう

機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

とは、ケガや病
びょう

気
き

で脳
のう

に何
なん

らかの損
そん

傷
しょう

が
あったときに生

しょう

じる脳
のう

の機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

の一
ひと

つで、考
かんが

えたり行
こう

動
どう

したりすることが難
むずか

しくなります。
たとえ知

ち

的
てき

に低
てい

下
か

していなくても、物
もの

覚
おぼ

えや注
ちゅう

意
い

力
りょく

など
の認

にん

知
ち

能
のう

力
りょく

の障
しょう

害
がい

があったり、性
せい

格
かく

や行
こう

動
どう

の障
しょう

害
がい

があった
りするので、仕

し

事
ごと

や生
せい

活
かつ

に困
こん

難
なん

が生
しょう

じます。

こんなサポートがあります！

こんなことで困
こま

っています！
	◆ 外
がい

見
けん

からはわかりにくいため、できなくなったことを本
ほん

人
にん

の努
ど

力
りょく

不
ぶ

足
そく

と思
おも

われ
てしまうことがあります。

	◆ 早
はや

口
くち

や、長
なが

い説
せつ

明
めい

、抽
ちゅう

象
しょう

的
てき

な言
こと

葉
ば

などは理
り

解
かい

しにくいことがあります。
	◆ コミュニケーションや対

たい

人
じん

関
かん

係
けい

を築
きず

くことが難
むずか

しくなっていることがあります。
	◆ 疲
つか

れやすいため、職
しょく

場
ば

や学
がっ

校
こう

などでぼーっとしてしまうことがあります。

	● 個
こ

々
こ

の障
しょう

害
がい

の特
とく

性
せい

を理
り

解
かい

して、その人
ひと

に合
あ

わせた支
し

援
えん

をします。

	● 障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

に生
しょう

じていることに対
たい

しては、正
ただ

しいやり方
かた

をわかり
やすい言

こと

葉
ば

で話
はな

します。

	● 疲
つか

れたときには、休
きゅう

憩
けい

できるように配
はい

慮
りょ

します。

高
こう

次
じ

脳
のう

機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

●	すぐに忘
わす

れる、新
あたら

しいことが覚
おぼ

えられない（記
き

憶
おく

障
しょう

害
がい

）
●	集

しゅう

中
ちゅう

できない、いくつかのことが同
どう

時
じ

にできない、ミスが多
おお

い（注
ちゅう

意
い

障
しょう

害
がい

）
●	段

だん

取
ど

りが悪
わる

くなる、計
けい

画
かく

が立
た

てられない、融
ゆう

通
ずう

が利
き

かない（遂
すい

行
こう

機
き

能
のう

障
しょう

害
がい

）
●	自

じ

分
ぶん

の言
い

いたいことがうまく言
い

えない、言
い

われていることがわからない（失
しつ

語
ご

症
しょう

）
●	些

さ

細
さい

なことでイライラする、欲
よっ

求
きゅう

が抑
おさ

えられない、人
ひと

の気
き

持
も

ちがわかりにくい、
　	やる気

き

が出
で

ない、こどもっぽい、疲
つか

れやすい、こだわりが強
つよ

い（社
しゃ

会
かい

的
てき

行
こう

動
どう

障
しょう

害
がい

）など

主
おも

な特
とく

性
せい

障
しょう

害
がい

の特
とく

性
せい

を知
し

ってサポートしよう！

※障
しょう

害
がい

の特
とく

性
せい

は一
ひと

人
り

ひとり違
ちが

います。
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優先席内
ない

部
ぶ

障
しょう

害
がい

とは、病
びょう

気
き

などで身
しん

体
たい

の内
ない

部
ぶ

（心
しん

臓
ぞう

、腎
じん

臓
ぞう

、肺
はい

、
ぼうこう、直

ちょく

腸
ちょう

、小
しょう

腸
ちょう

、肝
かん

臓
ぞう

など）の働
はたら

きが弱
よわ

くなったり、
働
はたら

かなくなったりする機
き

能
のう

の障
しょう

害
がい

や、ヒト免
めん

疫
えき

不
ふ

全
ぜん

ウィル
ス（ＨＩＶ）による免

めん

疫
えき

機
き

能
のう

の障
しょう

害
がい

を言
い

います。
難
なん

病
びょう

とは、発
はつ

病
びょう

の原
げん

因
いん

が明
めい

確
かく

でないために治
ち

療
りょう

方
ほう

法
ほう

が確
かく

立
りつ

しておらず、長
ちょう

期
き

の医
い

療
りょう

・療
りょう

養
よう

を必
ひつ

要
よう

とする疾
しっ

患
かん

（潰
かい

瘍
よう

性
せい

大
だい

腸
ちょう

炎
えん

、パーキンソン病
びょう

など）です。
外
がい

見
けん

からはわからないため、理
り

解
かい

されにくい障
しょう

害
がい

ですが、日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

で健
けん

常
じょう

者
しゃ

にとって
当
あ

たり前
まえ

のことがなかなかできなかったり、誤
ご

解
かい

や差
さ

別
べつ

を受
う

けたりすることがあります。
障
しょう

害
がい

の特
とく

性
せい

は一
ひと

人
り

ひとり違
ちが

います。

こんなことで困
こま

っています！

こんなサポートがあります！

	◆ 外
がい

見
けん

からはわかりにくく、周
まわ

りから理
り

解
かい

されにくいため、電
でん

車
しゃ

やバスの優
ゆう

先
せん

席
せき

に座
すわ

りにくいなど、心
しん

理
り

的
てき

ストレスを受
う

けやすい状
じょう

態
たい

にあります。

	◆ 疲
つか

れやすいため、長
ちょう

時
じ

間
かん

立
た

って待
ま

つことができません。

	◆ 外
がい

見
けん

からはわからないが、つらい・苦
くる

しい・痛
いた

い・疲
つか

れやすいなどの症
しょう

状
じょう

が断
だん

続
ぞく

的
てき

に続
つづ

く中
なか

で、就
しゅう

労
ろう

・就
しゅう

学
がく

など社
しゃ

会
かい

参
さん

加
か

をしています。

	● まずは、外
がい

見
けん

からは配
はい

慮
りょ

や援
えん

助
じょ

が必
ひつ

要
よう

なことがわからない人
ひと

がいることを理
り

解
かい

し、困
こま

っている様
よう

子
す

を見
み

かけたら声
こえ

をかけ、思
おも

いやりのある行
こう

動
どう

をします。

	● 立
た

って待
ま

つことが困
こん

難
なん

な人
ひと

がいたら、まわりの理
り

解
かい

を得
え

てイスを用
よう

意
い

し、順
じゅん

番
ばん

が来
き

たら声
こえ

をかけるなどの配
はい

慮
りょ

をします。

	● 体
たい

調
ちょう

の状
じょう

況
きょう

により、援
えん

助
じょ

や配
はい

慮
りょ

が必
ひつ

要
よう

になります。気
き

づいた方
かた

は声
こえ

をかけてください。

内
ない

部
ぶ

障
しょう

害
がい

や難
なん

病
びょう

人
じん

工
こう

肛
こう

門
もん

・人
じん

工
こう

膀
ぼう

胱
こう

を造
ぞう

設
せつ

している方
かた

（オストメイト）のための設
せつ

備
び

が
あることを表

あらわ

し、オストメイト対
たい

応
おう

のトイレの入
いり

口
ぐち

・案
あん

内
ない

誘
ゆう

導
どう

プレート
などに表

ひょう

示
じ

されています。

※オストメイトマーク

障
しょう

害
がい

の特
とく

性
せい

を知
し

ってサポートしよう！
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事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

や市
し

民
みん

が、障
しょう

害
がい

や障
しょう

害
がい

のある人
ひと

への理
り

解
かい

と関
かん

心
しん

を深
ふか

めるために必
ひつ

要
よう

な
広
こう

報
ほう

・啓
けい

発
はつ

活
かつ

動
どう

を行
おこな

います。
障
しょう

害
がい

のあるなしにかかわらず、みんながお互
たが

いに理
り

解
かい

を深
ふか

めることができる
機
き

会
かい

や情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

を行
おこな

います。

災
さい

害
がい

発
はっ

生
せい

時
じ

などの緊
きん

急
きゅう

時
じ

において、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

に対
たい

し、その安
あん

全
ぜん

を確
かく

保
ほ

する
ために必

ひつ

要
よう

な支
し

援
えん

を行
おこな

うとともに、意
い

思
し

疎
そ

通
つう

を図
はか

ることが難
むずか

しい障
しょう

害
がい

のある人
ひと

に
対
たい

し、その障
しょう

害
がい

の特
とく

性
せい

に応
おう

じた情
じょう

報
ほう

の提
てい

供
きょう

を行
おこな

います。

広広
こうこう

報報
ほうほう

・・啓啓
けいけい

発発
はつはつ

障
しょう

害
がい

のある幼
よう

児
じ

、児
じ

童
どう

、生
せい

徒
と

が、できる限
かぎ

り障
しょう

害
がい

のない幼
よう

児
じ

、児
じ

童
どう

、生
せい

徒
と

といっ
しょに学

まな

び、必
ひつ

要
よう

な教
きょう

育
いく

を受
う

けることができるよう、医
い

療
りょう

機
き

関
かん

や福
ふく

祉
し

施
し

設
せつ

などの
関
かん

係
けい

機
き

関
かん

と連
れん

携
けい

し、必
ひつ

要
よう

な支
し

援
えん

を行
おこな

います。

教教
きょうきょう

育育
いくいく

上上
じょうじょう

のの支支
しし

援援
えんえん

事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

や市
し

民
みん

における手
しゅ

話
わ

の利
り

用
よう

が普
ふ

及
きゅう

するよう、広
こう

報
ほう

・啓
けい

発
はつ

活
かつ

動
どう

を行
おこな

います。
手
しゅ

話
わ

を含
ふく

む言
げん

語
ご

、筆
ひつ

談
だん

、点
てん

字
じ

、音
おん

声
せい

、文
も

字
じ

による表
ひょう

示
じ

、代
だい

読
どく

、代
だい

筆
ひつ

、わかりや
すい表

ひょう

現
げん

、絵
え

図
ず

、情
じょう

報
ほう

支
し

援
えん

機
き

器
き

などの意
い

思
し

疎
そ

通
つう

手
しゅ

段
だん

で、障
しょう

害
がい

の特
とく

性
せい

に応
おう

じたもの
の利

り

用
よう

の促
そく

進
しん

を図
はか

ります。

手手
しゅしゅ

話話
わわ

言言
げんげん

語語
ごご

のの普普
ふふ

及及
きゅうきゅう

・・意意
いい

思思
しし

疎疎
そそ

通通
つうつう

手手
しゅしゅ

段段
だんだん

のの利利
りり

用用
ようよう

促促
そくそく

進進
しんしん

災災
さいさい

害害
がいがい

時時
じじ

のの支支
しし

援援
えんえん

障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

を推
すい

進
しん

する取
と

り組
く

み
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何かお困り
ですか？

障
しょう

害
がい

の特
とく

性
せい

や、その障
しょう

害
がい

のある人
ひと

が困
こま

っていること、具
ぐ

体
たい

的
てき

なサポートの方
ほう

法
ほう

を知
し

り、障
しょう

害
がい

や障
しょう

害
がい

のある人
ひと

への理
り

解
かい

を深
ふか

めるためのアニメーション動
どう

画
が

を
配
はい

信
しん

しています。 	◆「肢
し

体
たい

不
ふ

自
じ

由
ゆう

」篇
へん

	◆「視
し

覚
かく

障
しょう

害
がい

」篇
へん

	◆「聴
ちょう

覚
かく

障
しょう

害
がい

」篇
へん

	◆「重
じゅう

症
しょう

心
しん

身
しん

障
しょう

害
がい

」篇
へん

	◆「知
ち

的
てき

障
しょう

害
がい

」篇
へん

	◆「発
はっ

達
たつ

障
しょう

害
がい

」篇
へん

	◆「精
せい

神
しん

障
しょう

害
がい

」篇
へん

	◆「内
ない

部
ぶ

障
しょう

害
がい

や難
なん

病
びょう

」篇
へん

② こんなときどうする？② こんなときどうする？
　～　～一一

いっいっ

歩歩
ぽぽ

踏踏
ふふ

みみ出出
だだ

すす勇勇
ゆうゆう

気気
きき

をあなたに フミダスドーガ～をあなたに フミダスドーガ～

『意
い

識
しき

のバリアフリー行
こう

動
どう

』を推
すい

進
しん

するための施
せ

策
さく

「周
しゅう

囲
い

からの心
こころ

ない言
こと

葉
ば

、偏
へん

見
けん

や差
さ

別
べつ

、無
む

関
かん

心
しん

など、
障
しょう

害
がい

のある人
ひと

を受
う

け入
い

れない意
い

識
しき

上
じょう

のバリアをなく
すため、障

しょう

害
がい

の有
う

無
む

にかかわらず、誰
だれ

もが障
しょう

害
がい

及
およ

び
障
しょう

害
がい

のある人
ひと

に対
たい

する理
り

解
かい

を深
ふか

め、バリアを感
かん

じて
いる人

ひと

の身
み

になって考
かんが

え、そのために必
ひつ

要
よう

な行
こう

動
どう

を
起
おこ

こすこと」をいいます。

私
わたし

たちの周
まわ

りには、どのようなバリアを感
かん

じている人
ひと

がいるか、どのようなバリア
フリーの工

く

夫
ふう

があるかに目
め

を向
む

けてみましょう。
私
わたし

たちの一
ひと

人
り

ひとりが『意
い

識
しき

のバリアフリー行
こう

動
どう

』を実
じっ

践
せん

することにより、バリア
のない社

しゃ

会
かい

を広
ひろ

げていきましょう。

障
しょう

害
がい

及
およ

び障
しょう

害
がい

のある人
ひと

の正
ただ

しい理
り

解
かい

のため、各
かく

障
しょう

害
がい

の特
とく

性
せい

と
これまで実

じっ

際
さい

に障
しょう

害
がい

のある人
ひと

が体
たい

験
けん

した事
じ

例
れい

等
とう

をもとに、適
てき

切
せつ

な
接
せつ

遇
ぐう

応
おう

対
たい

の例
れい

を紹
しょう

介
かい

したものです。

① こんなときどうする？① こんなときどうする？
　　～～障障

しょうしょう

害害
がいがい

のあるのある人人
ひとひと

をを理理
りり

解解
かいかい

し、し、配配
はいはい

慮慮
りょりょ

のあるのある接接
せっせっ

しし方方
かたかた

をするためのガイドブック～をするためのガイドブック～
 害のある人を理解し、配慮のある接し方をするための

ガイドブック

名古屋市　こんなときどうする 検索で市
し

の公
こう

式
しき

ウェブサイトからダウンロードできます。

名古屋市　こんなときどうする 検索で市
し

の公
こう

式
しき

ウェブサイトから視
し

聴
ちょう

できます。

『意
い

識
しき

のバリアフリー行
こう

動
どう

』とは？
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障
しょう

害
がい

の特
とく

性
せい

を理
り

解
かい

して、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

に対
たい

してちょっとした手
て

助
だす

けや配
はい

慮
りょ

を実
じっ

践
せん

する「あいサポーター」を養
よう

成
せい

することにより、障
しょう

害
がい

の有
う

無
む

にかかわらず、
全
すべ

ての人
ひと

が住
す

みやすい地
ち

域
いき

社
しゃ

会
かい

を市
し

民
みん

皆
みな

でつくっていく、「あいサポート運
うん

動
どう

」
を行

おこな

っています。

＜受
うけ

付
つけ

窓
まど

口
ぐち

・問
と

い合
あ

わせ先
さき

＞
ナゴヤあいサポート事

じ

業
ぎょう

事
じ

務
む

局
きょく

TEL	 （052）678-3001
FAX	 （052）678-2888
URL	 https://shougairikai-nagoya.jp/aisupport/ あいサポート運

うん
動
どう

シンボルマーク

あいサポーター養
よう

成
せい

研
けん

修
しゅう

日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

において障
しょう

害
がい

のある人
ひと

が困
こま

っているときなどに、ちょっとした
手
て

助
だす

けをする意
い

欲
よく

のある方
かた

であれば、「あいサポーター養
よう

成
せい

研
けん

修
しゅう

」を受
じゅ

講
こう

すれば、誰
だれ

でも「あいサポーター」（小
しょう

学
がく

生
せい

は「あいサポートキッズ」）
になることができます。

（１）集
しゅう

合
ごう

研
けん

修
しゅう

（年
ねん

6 回
かい

程
てい

度
ど

開
かい

催
さい

）
●	研

けん

修
しゅう

内
ない

容
よう

　 ・あいサポート運
うん

動
どう

　	・様
さま

々
ざま

な障
しょう

害
がい

の特
とく

性
せい

、困
こま

りごと、必
ひつ

要
よう

な配
はい

慮
りょ

　	・障
しょう

害
がい

理
り

解
かい

を深
ふか

める研
けん

修
しゅう

●	対
たい

象
しょう

　市
し

民
みん

、市
し

内
ない

在
ざい

学
がく

・在
ざい

勤
きん

者
しゃ

●	費
ひ

用
よう

　無
む

料
りょう

（２）講
こう

師
し

派
は

遣
けん

研
けん

修
しゅう

（随
ずい

時
じ

開
かい

催
さい

）
ご要

よう

望
ぼう

に応
おう

じて体
たい

験
けん

型
がた

など研
けん

修
しゅう

内
ない

容
よう

を企
き

画
かく

します。

●	対
たい

象
しょう

　　市
し

民
みん

または市
し

内
ない

の事
じ

業
ぎょう

所
しょ

の５名
めい

以
い

上
じょう

（原
げん

則
そく

）の集
あつ

まり
●	講

こう

師
し

料
りょう

　無
む

料
りょう

（会
かい

場
じょう

は申
もうし

込
こみ

者
しゃ

にてご用
よう

意
い

ください）

③ ナゴヤあいサポート③ ナゴヤあいサポート事事
じじ

業業
ぎょうぎょう
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事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

による障
しょう

害
がい

のある人
ひと

への合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の提
てい

供
きょう

を支
し

援
えん

するため、物
ぶっ

品
ぴん

購
こう

入
にゅう

等
など

に要
よう

する費
ひ

用
よう

に対
たい

して一
いち

部
ぶ

助
じょ

成
せい

を行
おこな

っています。

助
じょ

成
せい

対
たい

象
しょう

者
しゃ

	● 市
し

内
ない

に事
じ

務
ぎょう

所
しょ

等
とう

を有
ゆう

し、飲
いん

食
しょく

・物
ぶっ

販
ぱん

・医
い

療
りょう

等
とう

のサービスを不
ふ

特
とく

定
てい

多
た

数
すう

の者
もの

が利
り

用
よう

し、障
しょう

害
がい

のある人
ひと

の利
り

用
よう

が見
み

込
こ

まれる事
じ

業
ぎょう

を行
おこな

う事
じ

業
ぎょう

者
しゃ

	● 市
し

内
ない

において活
かつ

動
どう

している町
ちょう

内
ない

会
かい

、サークル等
とう

の団
だん

体
たい

や
グループ

助
じょ

成
せい

内
ない

容
よう

合
ごう

理
り

的
てき

配
はい

慮
りょ

の提
てい

供
きょう

に必
ひつ

要
よう

な以
い

下
か

の経
けい

費
ひ

（１）コミュニケーションツール作
さく

成
せい

費
ひ

	● 対
たい

象
しょう

経
けい

費
ひ

点
てん

字
じ

メニュー又
また

はコミュニケーションボードの作
さく

成
せい

経
けい

費
ひ

、チラシ
等
とう

の音
おん

訳
やく

経
けい

費
ひ

等
とう

のコミュニケーションツールの作
さく

成
せい

に係
かか

る経
けい

費
ひ

	● 助
じょ

成
せい

限
げん

度
ど

額
がく

　50,000 円
えん

（２）物
ぶっ

品
ぴん

購
こう

入
にゅう

費
ひ

	● 対
たい

象
しょう

経
けい

費
ひ

筆
ひつ

談
だん

ボード、折
お

り畳
たた

み式
しき

スロープ等
とう

の
物
ぶっ

品
ぴん

の購
こう

入
にゅう

に係
かか

る経
けい

費
ひ

	● 助
じょ

成
せい

限
げん

度
ど

額
がく

　100,000 円
えん

④ ④ 障障
しょうしょう

害害
がいがい

者者
しゃしゃ

へのへの合合
ごうごう

理理
りり

的的
てきてき

配配
はいはい

慮慮
りょりょ

のの提提
ていてい

供供
きょうきょう

支支
しし

援援
えんえん

にに係係
かかかか

るる助助
じょじょ

成成
せいせい

事事
じじ

業業
ぎょうぎょう

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

もない人
ひと

も多
た

様
よう

なあり方
かた

を認
みと

め合
あ

い、共
とも

に生
い

きる社
しゃ

会
かい

を目
め

指
ざ

す
「障

しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

解
かい

消
しょう

法
ほう

」を理
り

解
かい

していただく講
こう

座
ざ

です。障
しょう

害
がい

のある人
ひと

から配
はい

慮
りょ

の
申
もう

し出
で

があった場
ば

合
あい

の対
たい

応
おう

方
ほう

法
ほう

など、わかりやすく説
せつ

明
めい

します。

	● 対
たい

象
しょう

　　市
し

内
ない

の企
き

業
ぎょう

・団
だん

体
たい

・グループ

	● 講
こう

師
し

料
りょう

　無
む

料
りょう

（会
かい

場
じょう

は申
もうし

込
こみ

者
しゃ

にてご用
よう

意
い

ください）

⑤ ⑤ 出出
でで

前前
まえまえ

講講
こうこう

座座
ざざ

④・⑤ 受
うけ

付
つけ

窓
まど

口
ぐち

・問
と

い合
あ

わせ先
さき

　名
な

古
ご

屋
や

市
し

障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

相
そう

談
だん

センター
TEL（052）856-8181	/ FAX（052）919-7585
URL	https://nagoya-sabetsusoudan.jp

筆談
できます
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助言・あっせん
の申立て 助言・あっせん

市

名古屋市障害者差別
解 消 調 整 委 員 会

解決しないとき

障害のある人や
その家族、関係者

解 決 な ご や し しょう がい しゃ さ べつ

かい  しょう  ちょう   せい     い     いん   かい

市長による
勧告や公表

  し ちょう

かん こく こう ひょう

し

しょう がい ひと

 か ぞく かん けい しゃ

かい けつ

じょ げん
じょ げん

もうした

かい けつ

学識経験者
障害者又はその家族
障害福祉事業者
事業者代表

がくしきけいけんしゃ

しょうがいしゃまた 　　　　　　か ぞく

しょうがいふく し じぎょうしゃ

じぎょうしゃだいひょう

相 談

相談窓口

名古屋市障害者
差別相談センター

地域の相談窓口

相談者

障害のある人や
その家族、関係者

事業者

解 決
 な     ご      や し  しょう  がい   しゃ

 さ べつ そう だん

ち いき そう だん まど ぐち

そう だん まど ぐち

●説明や助言
●当事者間の調整

せつ めい じょ げん

とう じ しゃ かん ちょう せい

そう だん

かい けつ

各区の区役所・支所、
保健センター、
障害者基幹相談支援センター

かく  く　      く やく しょ　  し  しょ

  ほ けん

しょうがいしゃき  かん そうだん し えん

き ぎょう　だんたい　 てん  ぽ

こ  じん じ ぎょうぬし

　　　　　　　　とう　　　ふく

専門相談窓口
せんもん  そう  だん まど  ぐち

（法務局：人権相談全般）
　ハローワーク・愛知労働局職業対策課
　　　　　　　：雇用・労働相談

　ほう　むきょく　じんけんそうだんぜんぱん

  　　　　　　　　　　　　 あいち ろうどうきょくしょくぎょうたいさく か

 こ よう　 ろうどうそうだん

 しょう がい ひと

 か ぞく かん けい しゃ

じ ぎょう しゃ

そう だん しゃ

企業・団体・店舗。
個人事業主やボランティア
グループ等も含む。

●引継
ひき つぎ

障
しょう

害
がい

のある人
ひと

が困
こま

っているときには…

対
たい

話
わ

を通
つう

じてお互
たが

いの理
り

解
かい

を深
ふか

めることで、障
しょう

害
がい

を理
り

由
ゆう

とする差
さ

別
べつ

を解
かい

消
しょう

していき
ます。

	● どのようなことができるか一
いっ

緒
しょ

に考
かんが

えてみましょう。
	● ひとつの方

ほう

法
ほう

が無
む

理
り

でも違
ちが

う方
ほう

法
ほう

がないか一
いっ

緒
しょ

に考
かんが

えてみましょう。

相
そう

談
だん

・ 解
かい

決
けつ

の 仕
し

組
く

み

※　差
さ

別
べつ

相
そう

談
だん

事
じ

案
あん

の相
あい

手
て

方
がた

が市
し

の
場
ば

合
あい

も、助
じょ

言
げん

・あっせんの申
もうし

立
た

ての対
たい

象
しょう

となります。

相
そ う

談
だ ん

によっても解
か い

決
け つ

しない場
ば

合
あ い

◎名
な

古
ご

屋
や

市
し

障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

相
そう

談
だん

センターは、障
しょう

害
がい

者
しゃ

差
さ

別
べつ

に関
かん

する相
そう

談
だん

を受
う

け、関
かん

係
けい

機
き

関
かん

と連
れん

携
けい

しながら、相
そう

談
だん

内
ない

容
よう

にかかわる関
かん

係
けい

者
しゃ

間
かん

の調
ちょう

整
せい

などを行
おこな

い、差
さ

別
べつ

の解
かい

消
しょう

を
図
はか

る専
せん

門
もん

機
き

関
かん

です。

※　相
そう

談
だん

にあたりましては、プライバシーには十
じゅう

分
ぶん

配
はい

慮
りょ

いたします。
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名古屋市		障害者差別解消 検索で

八王子中学校

北警察署

黒川スポーツ
トレーニング
センター

黒川バスターミナル

国道
41号線

黒川西

①番出口

黒川出入口

北警察署南

文

名城線黒川駅
EV

N

③番出口

南
所
役
区
北

黒川

路
道
速
高
屋
古
名

くろかわ

きたけいさつしょみなみ

こくどう
くろかわ

くろかわ

きたけいさつしょ

はちおうじちゅうがっこう

ごうせん

くろかわでいりぐち

くろかわにし

ばんでぐち

ろ
う
ど
く
そ
う
こ
や
ご

な

めいじょうせんくろ  かわ えき

ばんでぐちえれべーたー

名
な

古
ご

屋
や

市
し

障
しょう

害
が い

者
し ゃ

差
さ

別
べ つ

相
そ う

談
だ ん

センター

交
こう

通
つう

手
しゅ

段
だん

：

地
ち

下
か

鉄
てつ

名
めい

城
じょう

線
せん

「黒
くろ

川
かわ

駅
えき

」から
約
やく

400ｍ

月
げつ

曜
よう

日
び

～金
きん

曜
よう

日
び

、第
だい

３土
ど

曜
よう

日
び

（祝
しゅく

日
じつ

・年
ねん

末
まつ

年
ねん

始
し

を除
のぞ

く）
９時

じ

～ 17 時
じ

（水
すい

曜
よう

日
び

は 20 時
じ

まで）

住
じゅう

所
しょ 〒 462-8558	 名

な

古
ご

屋
や

市
し

北
きた

区
く

清
し

水
みず

四
よん

丁
ちょう

目
め

17-1
	 名

な

古
ご

屋
や

市
し

総
そう

合
ごう

社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

会
かい

館
かん

５階
かい

T E L （０５２）８５６－８１８１
F A X （０５２）９１９－７５８５

E メールアドレス inclu@nagoya-sabetsusoudan.jp

ホ ー ム ペ ー ジ http://nagoya-sabetsusoudan.jp

地
ち

域
いき

の相
そう

談
だん

窓
まど

口
ぐち

として各
かく

区
く

の区
く

役
やく

所
しょ

・支
し

所
しょ

、保
ほ

健
けん

センター、障
しょう

害
がい

者
しゃ

基
き

幹
かん

相
そう

談
だん

支
し

援
えん

センター
があります。

名
な

古
ご

屋
や

市
し

健
けん

康
こう

福
ふく

祉
し

局
きょく

障
しょう

害
がい

福
ふく

祉
し

部
ぶ

障
しょう

害
がい

企
き

画
かく

課
か

〒460-8508		名
な

古
ご

屋
や

市
し

中
なか

区
く

三
さん

の丸
まる

三
さん

丁
ちょう

目
め

1番
ばん

1号
ごう

　
	TEL（052）972-2538	／	FAX（052）951-3999

【Eメール】a2538@kenkofukushi.city.nagoya.lg.jp
このパンフレットは古紙パルプを含む再生紙を使用しています。

条
じょう

例
れい

をはじめとする名
な

古
ご

屋
や

市
し

の
取
と

り組
く

みについては

条
じょう

例
れ い

についてのお問
と

い合
あ

わせ

困
こま

っ た と き は ご 相
そう

談
だん

く だ さ い

名
な

古
ご

屋
や

市
し

障
しょう

害
が い

者
し ゃ

差
さ

別
べ つ

相
そ う

談
だ ん

センター
名
な

古
ご

屋
や

市
し

総
そう

合
ごう

社
しゃ

会
かい

福
ふく

祉
し

会
かい

館
かん

（北
きた

区
く

役
やく

所
しょ

内
ない

）５階
かい


